
 令和５年５月 11日 

【子ども家庭総合支援拠点（愛称：すこっぷ）の正式運用について】 

健康福祉部子育て支援課 

 

 令和 5 年 3 月から、福祉保健会館２階旧いきいきホーム跡地に「子ども家庭総合支援

拠点」を設置し、これまで市役所内に設置していた「家庭児童相談室」を配置し、親子交流

スペースを開放する一部供用開始していた。 

親子交流スペースにおける児童館的機能のサービス提供が可能となったことから、5 月

10日から「子ども家庭総合支援拠点」の正式運用を開始した。 

また、公募していた愛称については49人から60点の応募があり、選考の結果「すこっ

ぷ」に決定した。 

 

１．施設概要 

 名称：裾野市子ども家庭総合支援拠点 

 場所：裾野市石脇 524番地の１ 裾野市福祉保健会館内 2階 

 設置形態：小規模Ａ型（児童人口概ね 0.9万人未満、人口約 5.6万人未満） 

 ⑴相談機能：事務室×２、相談室×２、待合室 

 ⑵親子交流スペース：図書室、交流コーナー等 

 ⑶共有部分：通路、倉庫、給湯室等 

 開館日・時間：月～金曜日 8時 30分～17時 15分 

        親子交流スペースは 9時 00分～17時 00分 

 

 

２．業務内容 

 子どもの健やかな成長をサポートする場所として、市内のすべての子どもとその家族及

び妊産婦等を対象に様々な相談に対応し、関係機関と連携を図りながら、実情に応じた適

切な支援につなげる。 

〇子ども家庭支援全般に係る業務 

 ・実態の把握、情報の提供、相談等への対応、総合調整 

〇要支援児童及び要保護児童等への支援業務 

〇関係機関との連絡調整 

〇その他必要な支援 

〇親子交流スペースでの児童館ガイドラインに準じた運営 
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３．設置までの経緯 

 ⑴令和 3年 3月 31日：いきいきホーム（通所型介護施設）の廃止 

 ⑵令和 3年 3月：事業着手（設計に向け予算化） 

 ⑶令和 5年 1月：工事完了 

 ⑷令和 5年 3月 1日：子ども家庭総合支援拠点開所 

                親子交流スペースは保護者同伴での利用のみ 

 ⑸令和 5年 5月 10日：子ども家庭総合支援拠点 正式運用開始 

                親子交流スペース小学生以上は子どもだけの利用可 

                講座の実施 

 

問い合わせ／ 

裾野市 健康福祉部 子育て支援課 担当：髙橋 TEL：０５５－995－1841 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



裾野市子ども家庭総合支援拠点の愛称決定 

 

令和 5 年 3 月から約１か月間、子ども家庭総合支援拠点の愛称を募集したところ、49

人の方々から 60点の作品が寄せられました。 

応募作品を審査し採用作品を選定した結果、裾野市子ども家庭総合支援拠点の愛称は

「すこっぷ」に決定しました。 

 

〇裾野市子ども家庭総合支援拠点の愛称 

「すこっぷ」 

 

〇採用作品 

「すこっぷ」（応募者：裾野市茶畑在住 室伏
むろふし

 裕子
ゆ う こ

さん） 

説明：裾野市（s） こども（ｃ） 子育て支援（ｃo） place（ｐ）の頭文字をとって、sccop。

砂場で使う道具とかけて、ひらがなの「すこっぷ」にしました。スコップはこどもにも大人に

もなじみがあり、すくうことも深く掘り下げることもできます。 

 

〇選定理由 

裾野市子ども家庭総合支援拠点は、みんなが利用しやすい家庭的な雰囲気を感じられ

る空間を目指しているため、子どものよく使用するおもちゃで、子どもにも大人にもなじ

みがあり、覚えやすく親しみやすい「すこっぷ」を愛称として決定しました。「すこっぷ」での

体験を通して、子どもたちのいろいろな経験を掘り下げて深めていくことができるように

と考えています。 

すこっぷの言葉には、以下の意味を持たせています。 

 

す：「すその」 こ：「こども」（子育て） っ：「集う」（つながり、つなぐ） ぷ：「プレイス」（場

所） 

 

〇選定経緯 

（1） 事務局は、応募作品の中から選定対象とする応募作品一覧表を作成した。 

（2） 子ども・子育て会議委員に、応募作品一覧表の中から一人 3 点ずつを選んでもら

い参考とした。 

（3） 応募作品一覧表の中から、市長及び副市長が審査を行い、採用作品を 1 点選定し

愛称に決定した。 

 

 



〇募集要項基準 

（1） 施設や目指す姿や特徴がイメージできるもの 

（2） 覚えやすく親しみやすいもの 

（3） 施設全体で一つの愛称とする 

（4） 自作かつ未発表のもので、第三者が有する著作権等の権利を侵害しないもの 

〇応募者数の内訳（人） 

応募方法 応募者数 

内訳 

市内在住 
市内に在勤在

学 

選外 
（市外在住、在勤

在学） 

持参 6 6 0 0 

ロゴホーム 45 42 1 2 

合計 51 48 1 2 

 

〇応募作品点数の内訳（点） 

応募方法 応募点数 

内訳 

市内在住 
市内に在勤在

学 

選外 
（市外在住、在勤

在学） 

持参 15 15 0 0 

ロゴホーム 47 44 1 2 

合計 62 59 1 2 

 


